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による破壊条件を接着継手に適用することについて検討し、 Polnt failure 条件の評価距離ぬ=0.5 mm の強度を、接
着層のせん断応力と法線応力で整理することにより、本研究で用いたエポキシ系接着剤によるアルミニウム合金
/CFRP 継手の破壊基準を導き出した。
第 4 章では、疲労試験で得た結果より、統計的手法による疲労強度基準決定法を用いて、接着継手の S-N 線図を作


















(3) 疲労試験結果と応力解析結果を基に Point failure による破壊条件を接着継手に適用することについて検討し、
Point failure 条件の評価距離ぬ=0.5 mm の強度を、接着層のせん断応力と法線応力で整理することにより、
エポキシ系接着剤によるアルミニウム合金/CFRP 継手の破壊基準となることを導き出している。
(4) 統計的手法による疲労強度基準決定法を用いて、設計用 S-N線図を得る方法を展開し、破壊確率 1% と破壊確
率 0.1%の設計用 S-N 線図を導出している。
(5) スカーフ継手について、スカーフ角変化に伴うせん断と垂直応力を評価し、任意のスカーフ角を有する継手の
疲労強度を求める手法を提案し、継手設計への有用性を明らかにしている。
以上のように、本論文は、アルミニウム合金/CFRP 接着材の各種継手構造の破壊基準を明確すると共に信頼性を考
慮、した疲労設計基準決定法について提案し、疲労試験結果を用いてその妥当性を確認したものであり、軽構造設計分
野への寄与が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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